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第
一
章 　

は
じ
め
に

　

特
殊
詐
欺
や
薬
物
犯
罪
な
ど
の
組
織
犯
罪
は
、
手
口
が
巧
妙
化
、
不
透
明
化
し
て
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
（
1
）。
こ
れ
ら
の

組
織
犯
罪
が
、
銃
器
等
を
購
入
す
る
犯
罪
組
織
の
資
金
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
た
だ
の
財
産
犯
、
薬
物
犯
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
2
）。

　

組
織
犯
罪
の
特
徴
は
、
振
り
込
め
詐
欺
を
例
に
す
れ
ば
明
ら
か
な
と
お
り
、
架
け
子
、
出
し
子
な
ど
の
徹
底
し
た
役
割
分
担
（
3
）が
な

さ
れ
て
お
り
、
単
に
出
し
子
を
捕
ま
え
た
だ
け
で
は
、
主
犯
ま
で
検
挙
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
（
4
）。
ま
た
違
法
薬
物
の
「
運
び
屋
」
な

ど
も
、
知
情
性
の
立
証
や
背
後
者
の
解
明
な
ど
が
強
く
求
め
ら
れ
る
（
5
）。

　

知
情
性
や
役
割
分
担
の
立
証
は
、
客
観
証
拠
だ
け
で
は
難
し
く
、
取
調
べ
に
よ
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中

に
あ
っ
て
、
犯
罪
組
織
に
関
す
る
情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
、
通
信
傍
受
の
ほ
か
、
通
信
を
伴
わ
な
い
会
話
の
傍
受
（
6
）も
注
目
さ
れ
て

い
る
。

　

二
〇
一
四
年
九
月
に
、
法
制
審
議
会
は
、
新
時
代
の
刑
事
司
法
制
度
特
別
部
会
（
以
下
、「
特
別
部
会
」
と
す
る
）
が
取
り
ま
と
め

た
「
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
の
結
果
【
案
】」
に
つ
い
て
採
択
し
て
、
法
整
備
の
「
要
綱
（
骨
子
）」
を

含
め
て
法
務
大
臣
に
答
申
し
た
（
7
）。
要
綱
（
骨
子
）
で
は
、
取
調
べ
の
録
音
録
画
制
度
の
導
入
が
提
言
さ
れ
る
一
方
で
、
通
信
傍
受
法

の
対
象
犯
罪
拡
大
等
の
捜
査
権
限
の
拡
大
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
検
討
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
な
が
ら
も
、
会
話
の
傍
受

に
つ
い
て
は
、
次
の
点
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
要
綱
（
骨
子
）
へ
の
記
載
が
見
送
ら
れ
た
。
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「
会
話
傍
受
に
つ
い
て
は
、
振
り
込
め
詐
欺
や
暴
力
団
犯
罪
の
捜
査
、
あ
る
い
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
手
法
に
よ

る
薬
物
銃
器
犯
罪
の
捜
査
の
際
に
、
共
謀
状
況
や
犯
意
に
関
す
る
証
拠
を
収
集
す
る
上
で
必
要
で
あ
り
、
理
論
的
に
も
制
度
化
は
可
能

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
一
方
で
、
通
信
傍
受
以
上
に
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
危
険
性
が
大
き
く
、
場
面
を
限
っ
た
と

し
て
も
な
お
捜
査
手
法
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
制
度
化
自
体
に
反
対
す
る
意
見
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
8
）。」

　

こ
の
よ
う
な
反
対
意
見
の
当
否
は
と
も
か
く
、
通
信
網
以
外
の
会
話
の
傍
受
に
つ
い
て
は
、
立
法
に
至
る
ほ
ど
の
十
分
な
議
論
が
尽

く
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
9
）。
も
ち
ろ
ん
、
通
信
網
以
外
の
会
話
の
傍
受
の
議
論
も
、
こ
れ
ら
の
通
信
傍
受
の
基
礎
理
論
の

上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
会
話
の
傍
受
を
実
施
す
る
理
論
的
枠
組
み
を
各
論
的
に
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
会
話
の
傍
受
を
実
施
す
る
理
論
的
枠
組
み
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で
に
通
信
傍
受
法
が
存
在
す
る
た
め
、
通
信

傍
受
法
と
の
関
係
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
通
信
傍
受
法
と
、
会
話
の
傍
受
に
関
す
る
規
定
が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
両
者
の
区
別
が
問
題
と

な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
秘
匿
捜
査
法
の
う
ち
、
通
信
傍
受
、
会
話
傍
受
の
法
制
度

の
検
討
を
通
じ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
会
話
の
傍
受
を
実
施
す
る
理
論
的
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

（
１
）  　

警
察
白
書
平
成
二
六
年
八
頁
以
下
。

（
2
）  　

福
岡
地
判
平
成
二
六
年
三
月
二
六
日
公
刊
物
未
登
載
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
二
五
五
〇
三
七
八
九
）
で
は
、
対
戦
車
弾
一
発
、
自
動
装
て
ん
式
け
ん
銃
一
丁

（
実
包
二
八
発
）、
回
転
弾
倉
式
け
ん
銃
一
丁
（
実
包
三
〇
発
）、
自
動
装
て
ん
式
け
ん
銃
三
丁
を
所
持
し
て
い
た
被
告
人
は
、
保
険
金
詐
欺
に
よ

り
不
法
に
財
産
を
得
て
い
た
。



　

五
三
八

（
3
）  　

振
り
込
め
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
原
田
義
久
＝
高
尾
裕
司
「
特
殊
詐
欺
の
犯
人
と
取
締
り
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
六
六

巻
八
号
六
八
頁
（
二
〇
一
三
年
）
が
詳
し
い
。

（
4
）  　

実
務
上
、
振
り
込
め
詐
欺
の
首
謀
者
と
、
出
し
子
や
受
け
子
の
共
犯
関
係
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
銀
行
に
対
す
る
財
産
犯
と
し
て

処
理
さ
れ
て
い
る
。
出
し
子
の
罪
責
に
つ
き
、
窃
盗
罪
と
し
て
認
め
た
も
の
と
し
て
、
東
京
高
判
平
成
一
七
年
一
二
月
一
五
日
東
高
刑
時
報
五
六

巻
一
＝
一
二
・
一
〇
七
頁
、
東
京
高
判
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
〇
日
東
高
刑
時
報
五
七
巻
一
＝
一
二
・
五
三
頁
な
ど
が
あ
る
。
研
究
者
に
よ
る
理

論
分
析
と
し
て
、
橋
爪
隆
「
銀
行
預
金
の
引
出
し
と
財
産
犯
の
成
否
」
研
修
七
三
五
号
三
頁
（
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
実
務
家
に
よ
る
事
例
分
析

と
し
て
、
田
辺
泰
弘
「
い
わ
ゆ
る
振
り
込
め
恐
喝
事
案
に
お
い
て
、
預
金
の
引
出
し
が
窃
盗
罪
に
当
た
る
と
さ
れ
た
事
例―

東
京
高
裁
平
成
一
七

年
一
二
月
一
五
日
、
上
告
棄
却
・
確
定
、
公
刊
物
未
登
載
」
警
察
学
論
集
五
九
巻
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）、
大
口
奈
良
恵
「
自
己
名
義
の
口
座
か

ら
振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被
害
金
を
払
い
戻
す
行
為
に
つ
き
、
詐
欺
未
遂
罪
を
適
用
し
て
処
理
し
た
事
例
」
研
修
七
三
四
号
一
二
七
頁
（
二
〇
〇

九
年
）、
松
田
俊
哉
「
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
者
に
振
り
込
ま
せ
た
現
金
をA

T
M

で
引
き
出
す
こ
と
を
の
擬
律
に
つ
い
て
」
植
村
退
官
記
念
論
集

第
二
巻
第
二
編
六
一
頁
（
二
〇
一
一
年
）、
隄
良
行
「
最
新
・
判
例
解
説
（
第
一
四
回
）
振
り
込
め
詐
欺
の
本
犯
者
と
の
共
犯
関
係
が
認
め
ら
れ

な
い
出
し
子
が
現
金
自
動
預
払
機
で
自
己
名
義
の
預
貯
金
口
座
か
ら
詐
取
金
相
当
額
の
現
金
を
引
き
出
し
た
行
為
に
つ
い
て
窃
盗
罪
の
成
立
を
認

め
た
事
例
」
捜
査
研
究
六
一
巻
一
二
号
三
一
頁
（
二
〇
一
二
年
）
等
。

（
5
）  　

最
判
平
成
二
四
年
二
月
一
三
日
刑
集
六
六
巻
四
号
四
八
二
頁
は
、
被
告
人
が
他
人
か
ら
頼
ま
れ
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
缶
に
隠
さ
れ
て
い
た
覚
せ
い

剤
を
運
ん
だ
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
第
一
審
の
裁
判
員
裁
判
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
缶
に
入
っ
て
い
た
覚
せ
い
剤
に
関
す
る
知
情
性
を
認
定
し
な
か

っ
た
点
を
高
等
裁
判
所
が
事
実
誤
認
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
第
一
審
判
決
の
説
示
が
論
理
則
、
経
験
則
等
に
照
ら
し
て
不
合
理
で
あ
る
こ
と

を
十
分
に
示
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
、
破
棄
し
た
。
同
事
例
に
つ
い
て
、
前
田
雅
英
教
授
は
、「
高
裁
の
判
断
は
、『
ど
ち
ら
が
正
し

い
か
』
は
な
く
、『
許
容
し
得
な
い
ほ
ど
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
』
に
変
容
し
て
い
く
」
と
す
る
。
前
田
雅
英
「
判
批
」
警
察
学
論
集
六
五
巻

六
号
一
五
三
頁
（
二
〇
一
二
年
）
一
六
四
頁
。
よ
り
一
層
、
第
一
審
に
お
け
る
立
証
活
動
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
お
り
、
今
後
は
、
裁
判
員
に

も
理
解
し
や
す
い
証
拠
の
収
集
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
6
）  　

本
稿
に
い
う
傍
受
に
は
、
単
に
録
音
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
、
同
じ
。

（
7
）  　
「
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
の
結
果
【
案
】」
及
び
「
要
綱
（
骨
子
）」
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w.m

oj.go.jp/
content/000125178.pdf

。　

以
下
、
特
別
議
会
の
議
事
録
、
配
布
資
料
に
つ
い
て
、「
特
別
議
会
第
○
回
〜
」
と
し
て
参
照
す
る
。
同
案
に
関
す

る
文
献
と
し
て
、「
特
集 

法
制
審
特
別
部
会
は
課
題
に
答
え
た
か : 「
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
の
構
築
」
を
読
む
」
法
律
時
報 

八
六
巻
一
〇
号
（
二

〇
一
四
年
）、
川
崎
英
明
＝
三
島
聡
編
『
刑
事
司
法
改
革
と
は
何
か : 

法
制
審
議
会
特
別
部
会
「
要
綱
」
の
批
判
的
検
討 

』（
二
〇
一
四
年
）、
大

澤
裕
＝
上
野
友
慈
＝
小
野
正
典
＝
香
川
徹
也
＝
露
木
康
浩
＝
小
木
曽
綾
＝
川
出
敏
裕
「『
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
』
の
構
築
に
向
け
て―

法
制
審



会
話
の
傍
受
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

五
三
九

議
会
答
申
の
検
討
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
巻
四
頁
（
二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）  　
「
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
の
結
果
【
案
】」
一
一
頁

（
9
）  　

通
信
傍
受
の
基
礎
理
論
研
究
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
通
信
傍
受
法
制
定
時
の
主
要
な
も
の
と
し
て
、
井
上
正
仁
『
捜
査
手
段
と
し

て
の
通
信
・
会
話
の
傍
受
』（
一
九
九
七
年
）[

以
下
、「
通
信
・
会
話
」
と
し
て
参
照
す
る]

、
小
田
中
聡
樹=

川
崎
英
明=

村
井
敏
邦=

白
取

祐
司
『
盗
聴
立
法
批
判―

お
び
や
か
さ
れ
る
市
民
の
自
由
』（
一
九
九
七
年
）、
奥
平
康
弘
＝
小
田
中
聰
樹
（
監
修
）『
盗
聴
法
の
総
合
的
研
究 : 

「
通
信
傍
受
法
」
と
市
民
的
自
由
』（
二
〇
〇
一
年
）
等
参
照
。

第
二
章 　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
会
話
の
傍
受

　

第
一
節　

総
説

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
九
八
五
年
通
信
傍
受
法
（Interception of C

om
m

unications A
ct 1985, c. 56  

（IO
C

A （10
）））
制
定
ま
で
、
通

信
傍
受
の
根
拠
と
な
る
法
律
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
内
務
大
臣
が
通
信
傍
受
結
果
を
バ
リ
ス
タ
評
議
会
等
に
開
示
す
る
こ
と

を
許
可
し
た
マ
リ
ナ
ン
事
件
を
契
機
と
し
て
、
一
九
五
七
年
に
、
そ
れ
ま
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
広
範
に
実
施
さ
れ
て
き
た
通
信
傍
受
に

つ
い
て
、
そ
の
実
施
範
囲
、
目
的
、
使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
て
、
そ
の
実
施
要
件
、
適
正
な
履
行
の
担
保
、
公
開
方
法
な
ど

に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
バ
ー
ケ
ッ
ト
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
（
11
）。

　

バ
ー
ケ
ッ
ト
報
告
書
に
よ
る
と
、
当
時
、
制
定
法
の
根
拠
が
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
古
く
か
ら
令
状
に
よ
る
手
紙
の

開
封
が
行
わ
れ
（
12
）、
ま
た
そ
れ
を
国
民
が
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（
13
）。
そ
し
て
、
手
紙
か
ら
電
報
に
広
が
り
、
電

話
の
傍
受
も
広
範
に
行
い
う
る
と
の
見
解
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う（14
）。
そ
し
て
、
バ
ー
ケ
ッ
ト
報
告
書
は
、
通
信
傍
受
の

有
効
性
を
認
め
た
上
で
、
対
象
犯
罪
や
要
件
、
手
続
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
言
を
行
っ
た
（
15
）も
の
の
、
立
法
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
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そ
の
後
、
立
法
化
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
マ
ー
ロ
ン
大
法
官
裁
判
所
判
決（16
）で
あ
る
。
マ
ー
ロ
ン
事
件
は
、
複
数
の
盗
品
故
買
の

罪
で
起
訴
さ
れ
た
マ
ー
ロ
ン
被
告
人
に
対
し
て
、
通
信
傍
受
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
て
、
刑
事
事
件
で
無
罪
判
決
後
、
電

話
の
傍
受
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
八
条
に
違
反
し
て
違
法
で
あ
る
等
と
し
て
、
被
告
人
で
あ
っ
た
マ
ー
ロ
ン
氏
が
大
法
官
裁
判
所
に

提
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
法
官
部
（C

hancery D
ivision

）
は
、
要
約
す
る
と
次
の
六
点
を
根
拠
に
、
被
告
人

の
主
張
を
退
け
た
。

（
一
）
被
告
人
は
通
信
傍
受
に
よ
っ
て
財
産
的
権
利
を
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
（
17
）。

（
二
） 

イ
ギ
リ
ス
法
で
は
包
括
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
も
個
別
的
な
通
信
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
も
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
権
利
が

侵
害
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
18
）。

（
三
） 

郵
便
局
等
は
、
当
該
個
人
と
の
契
約
で
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
権
条
約
の
通
信
の
秘
密
を
尊
重

す
る
必
要
は
な
い
（
19
）。

（
四
） 

明
示
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
す
べ
て
許
さ
れ
る
と
い
う
原
則
か
ら
は
、
通
信
傍
受
を
禁
止
す
る
法
は
存
在
し
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
通
信
傍
受
が
違
法
と
は
言
え
な
い
（
20
）。

（
五
） 

人
権
条
約
八
条
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
イ
ギ
リ
ス
法
の
一
部
で
は
な
く
、
直
接
、
被
告
人
に
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
権
利
の
主
張
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
等
に
対
し
て
の
み
行
い
う
る
も
の
で
あ
る
（
21
）。

（
六
） 

裁
判
所
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
適
用
に
お
い
て
解
釈
を
行
う
際
に
も
、
立
法
上
の
根
拠
が
な
い
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
を

参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
22
）。
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そ
の
上
で
、
メ
ガ
リ
テ
ィ
ー
判
事
は
、
通
信
傍
受
の
規
制
は
、
司
法
の
問
題
で
は
な
く
、
本
質
的
に
は
議
会
の
問
題
で
あ
り
、
制
定

法
に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
付
け
加
え
た
（
23
）。
司
法
か
ら
こ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
政
府
は
、
一
九
八
〇
年
に
、
新
た
に
通
信
傍
受

に
関
す
る
コ
マ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
（
一
九
八
〇
年
報
告
書
と
す
る
（
24
））
を
作
成
し
、
議
会
に
提
出
し
た
。
一
九
八
〇
年
報
告
書
は
、
バ
ー

ケ
ッ
ト
報
告
書
の
内
容
を
最
新
版
に
更
新
し
た
（
25
）も
の
で
あ
り
、
基
本
方
針
は
、
ほ
ぼ
バ
ー
ケ
ッ
ト
報
告
書
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
報
告
を
受
け
て
も
、
政
府
の
腰
は
重
く
、
内
務
大
臣
は
、
効
果
的
な
運
用
の
観
点
か
ら
議
会
に
よ
る
監
視
は
望
ま
し
く
な
い

と
し
て
、
立
法
化
は
で
き
な
い
と
し
た
の
で
あ
っ
（
26
）た
（
27
）。

　

そ
し
て
、
立
法
化
の
動
き
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
マ
ー
ロ
ン
事
件
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
判
決（28
）で
あ
っ
た
。
マ
ー
ロ

ン
事
件
の
弁
護
人
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
通
信
傍
受
は
人
権
条
約
八
条
に
違
反
す
る
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
訴
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
通
信
傍
受
は
法
に
基
づ
い
て
い
な
い
と
し
て
、
被
告
人

の
主
張
を
容
認
し
た
（
29
）。

　

政
府
も
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
、
立
法
に
向
け
て
作
成
さ
れ
た
コ
マ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
（
一
九
八
五
年
報
告
書
と
す
る
（
30
））
に
お
い

て
、
政
府
の
立
法
の
目
的
を
「
公
共
シ
ス
テ
ム
の
会
話
を
傍
受
す
る
こ
と
が
、
公
共
の
信
頼
を
得
る
方
法
で
権
限
づ
け
ら
れ
て
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
制
定
法
上
の
明
確
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
（
31
）」
と
し
た
上
で
、
そ
の
骨
格
を
明
ら
か
に
し
て
、

つ
い
にIC

O
A

を
制
定
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
よ
う
や
く
制
定
に
至
っ
たIO

C
A

で
あ
っ
た
が
、
同
法
は
、
第
三
者
に
よ
る
審
査
機
関
で
あ
る
審
判
所
（
32
）、
委

員
会
（
33
）を
設
置
し
た
も
の
の
、
傍
受
の
対
象
が
公
共
通
信
網
の
伝
達
過
程
の
み
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
私
的
通
信
網
（private 

netw
ork

）
に
は
一
切
適
用
さ
れ
な
い
な
ど
、
十
分
な
保
障
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
実
際
に
、
実
務
で
は
無
令
状
の
傍
受
が

多
用
さ
れ
（
34
）、
多
く
の
国
内
裁
判
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
35
）。
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そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
発
展
し
、
ま
た
一
九
九
八
年
に
人
権
法
（H

um
an R

ight A
ct 1998, c. 42

）
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、IO

C
A

と
人
権
条
約
へ
の
適
合
性
が
問
題
と
な
り
、
新
た
に
秘
匿
捜
査
に
関
す
る
基
本
法
（R

egulation of 

Investigation Police A
ct 2000, c. 23 （R

IPA

））
に
、
通
信
傍
受
に
関
す
る
制
度
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
36
）。

　

イ
ギ
リ
ス
のR

IPA

に
よ
る
会
話
の
傍
受
は
、
大
き
く
、
通
信
網
に
対
す
る
傍
受
と
、
そ
れ
以
外
に
分
け
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
通

信
網
の
会
話
に
対
す
る
傍
受
は
、
原
則
と
し
て
、
通
信
傍
受
の
規
定
（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
）
に
よ
る
規
制
を
受
け
て
、
そ
れ
以
外
に
は
、
行

動
監
視
の
規
制
（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
）
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
通
信
網
に
対
す
る
傍
受
で
あ
っ
て
も
、
一
方
当
事
者
の
同
意
が
あ
る
場
合

に
は
、
通
信
傍
受
で
は
な
く
（
37
）、
行
動
監
視
の
規
制
を
受
け
る
（
38
）。
ま
た
そ
の
一
方
当
事
者
が
捜
査
機
関
で
あ
る
場
合
に
は
、
行
動
監
視

で
は
な
く
、
身
分
秘
匿
情
報
員
の
規
制
と
な
る
（
39
）。

　

そ
れ
で
は
、
次
節
に
お
い
て
、R

IPA

の
通
信
傍
受
に
関
す
る
規
制
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
他
の
会
話
の
傍
受
と
の
関
係
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
二
節　

通
信
傍
受
に
関
す
る
規
制

（
一
）
通
信
傍
受
の
対
象
と
要
件

　

R
IPA

に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
通
信
傍
受
は
、
公
共
通
信
網
に
加
え
て
、
新
た
に
私
的
通
信
網
も
対
象
と
な
っ
た
（
40
）。IO

C
A

の
下
で

は
、
私
的
通
信
網
に
対
す
る
傍
受
が
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
す
べ
て
の
通
信
網
が
対
象
と
な
っ
た
こ

と
に
な
る
（
41
）。

　

R
IPA

に
よ
る
規
制
の
基
本
構
造
は
、IO

C
A

に
引
き
続
き
、
通
信
網
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
会
話
の
傍
受
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て

犯
罪
と
し
た
上
で
、
権
限
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
許
さ
れ
る
と
い
う
構
成
を
取
っ
て
い
る
（
42
）。
こ
の
点
は
、
他
のR

IPA

の
規
定
が
、
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R
IPA

八
〇
条
の
性
格
上
、
捜
査
官
を
保
護
す
る
色
彩
が
強
く
、
違
反
し
て
も
直
ち
に
不
法
行
為
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
比

べ
る
と
、
実
効
性
の
点
で
強
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
（
43
）。

　

根
拠
と
な
る
権
限
に
は
、R

IPA

に
よ
る
も
の
と
、
他
の
制
定
法
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
前
者
は
、
さ
ら
に
令
状
の
も
の
と
、
無
令

状
に
よ
る
も
の
と
の
分
か
れ
る
（
44
）。

　

令
状
に
よ
る
傍
受
の
要
件
は
、
基
本
的
に
は
必
要
性
要
件
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
（
45
）。
す
な
わ
ち
、
令
状
発
付
の
要
件
は
、
①

一
定
の
目
的
に
基
づ
い
て
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
必
要
性
要
件
）、
お
よ
び
、
②
傍
受
と
こ
れ
に
よ
り
到
達
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
と
釣
り
合
い
が
と
れ
て
い
る
こ
と
（
比
例
原
則
）、
で
あ
る
（
46
）。
ま
た
こ
れ
ら
の
要
件
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
他
の
手
段

に
よ
る
合
理
的
な
獲
得
可
能
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
47
）。
緩
や
か
に
補
充
性
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

R
IPA

に
規
定
さ
れ
る
一
定
の
目
的
と
は
、IO

C
A

と
同
様
の
、
（a）
国
防
の
利
益
、
（b）
深
刻
な
犯
罪
の
予
防
及
び
捜
査
の
目
的
、
（c）

イ
ギ
リ
ス
の
経
済
安
定
を
図
る
目
的
、
の
ほ
か
、
（d）
国
際
相
互
協
力
条
約
（international m

utual assistance agreem
ent

）
を
達

成
す
る
目
的
も
加
え
ら
れ
た
（
48
）。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
国
家
間
の
協
力
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
条
約
が
締
結
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
立
法
的
対
応
で
あ
っ
て
（
49
）、IO

C
A

が
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

犯
罪
捜
査
に
の
み
関
連
し
て
言
え
ば
、
深
刻
な
犯
罪
に
限
ら
れ
て
い
る
点
は
、
侵
害
監
視
（
50
）と
同
様
で
あ
り
、
身
分
秘
匿
情
報
員
（
51
）や

直
接
監
視
（
52
）と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
通
信
傍
受
と
い
う
監
視
形
態
が
、
住
居
や
自
動
車
等
の
監
視
と
同
レ
ベ
ル
の
侵
害
が
あ
る

も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

無
令
状
に
よ
る
も
の
は
、
他
の
制
定
法
に
基
づ
い
て
刑
務
所
や
精
神
病
棟
な
ど
を
傍
受
す
る
場
合
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
企
業
内
の
電

話
の
監
視
な
ど
の
企
業
活
動
を
目
的
と
す
る
傍
受
（
53
）、
郵
便
サ
ー
ビ
ス
や
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
に
よ
る
傍
受
や
一
方
当
事
者

の
同
意
が
あ
る
場
合
（
54
）な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
55
）。
無
令
状
の
規
制
の
対
象
は
、
国
家
権
力
以
外
の
監
視
が
主
た
る
も
の
と
考
え
て
よ
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い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
令
状
手
続
と
審
査
体
制

　

令
状
に
よ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
国
務
大
臣
が
令
状
に
署
名
し
、
発
付
す
る
（
56
）。
緊
急
の
場
合
に
は
、
幹
部
官
の
署
名
に
よ
っ

て
行
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
も
、
令
状
自
体
は
、
国
務
大
臣
に
よ
り
権
限
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る（57
）。
ま
た
、
令

状
の
請
求
権
者
も
、
各
機
関
の
長
（D

irector, C
hief, C

om
m

issioner

）
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
厳
格
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
（
58
）。

　

令
状
の
記
載
事
項
と
し
て
、IO

C
A

で
は
、
令
状
に
、
通
信
を
伝
達
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
「
ア
ド
レ
ス
」
を
特
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
（
59
）。
そ
の
た
め
、
電
話
回
線
で
あ
れ
ば
、
電
話
番
号
の
特
定
が
求
め
ら
れ
た
が
、
時
代
が
進
み
、
各
人
が
複
数
の
「
ア

ド
レ
ス
」
を
容
易
に
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
同
一
の
対
象
者
が
「
ア
ド
レ
ス
」
を
変
更
す
る
た
び
に
、
同
じ
理
由
に
基
づ
く
令
状
の
発

付
や
更
新
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
（
60
）。
政
府
は
、
こ
の
状
況
に
、
一
つ
の
令
状
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る

べ
く
、R

IPA

で
は
、
通
信
傍
受
の
対
象
と
な
る
「
人
」
ま
た
は
「
場
所
」
の
特
定
で
足
り
る
よ
う
に
し
て
、「
ア
ド
レ
ス
」
の
特
定
は

不
要
と
し
た
（
61
）。
確
か
に
、
す
べ
て
の
「
ア
ド
レ
ス
」
に
つ
い
て
、
同
一
の
理
由
で
令
状
発
付
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
々
の

「
ア
ド
レ
ス
」
に
令
状
発
付
を
求
め
る
実
益
は
な
く
、
そ
れ
を
束
ね
る
概
念
と
し
て
、「
人
」
ま
た
は
「
場
所
」
と
す
る
こ
と
に
は
一
定

の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
特
定
方
法
の
一
つ
と
し
て
参
考
に
な
ろ
う
。

　

令
状
発
付
権
者
が
国
務
大
臣
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
批
判
が
根
強
く
あ
る
（
62
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
で
は
、
個
別
事
案
に

お
い
て
乱
用
の
危
険
性
が
高
く
、
民
主
主
義
社
会
全
体
に
弊
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
場
合
に
は
、
令
状
権
者
は
司
法
で
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
（
63
）。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
乱
用
の
危
険
性
が
低
く
、
民
主
主
義
社
会
全
体
に
弊
害
を
も
た
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ら
さ
な
い
場
合
に
は
、
司
法
以
外
に
よ
る
令
状
発
付
も
人
権
条
約
に
抵
触
し
な
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
実
体
要
件

の
担
保
と
い
う
令
状
審
査
の
機
能
面
に
着
目
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
令
状
発
付
権
者
は
、
司
法
に
限
ら
れ
る
必
要
は
な
く
、
こ
れ
は
国
務

大
臣
で
あ
っ
て
も
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
（
64
）。
問
題
は
、
組
織
の
独
立
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
で
あ
ろ
う
。

　

国
務
大
臣
に
よ
る
令
状
審
査
の
適
正
な
運
用
を
担
保
す
る
た
め
に
、R

IPA

は
、IO

C
A

に
引
き
続
き
、
通
信
傍
受
審
査
委
員
会

（Interception of C
om

m
unications C

om
m

issioner

）、
捜
査
権
限
行
政
審
判
所
（Investigatory Pow

ers T
ribunal

）
と
い
う
二

つ
の
独
立
し
た
審
査
機
関
を
用
意
し
て
い
る
（
65
）。

　

通
信
傍
受
審
査
委
員
会
は
、
通
信
傍
受
に
関
わ
る
国
務
大
臣
お
よ
び
執
行
手
続
等
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
審
査
し
、
違
反
等
が
あ
れ

ば
首
相
に
報
告
す
る
権
限
を
有
す
る
（
66
）。
ま
た
同
委
員
会
は
、
通
信
傍
受
に
関
す
る
年
次
報
告
書
も
作
成
す
る
（
67
）。
年
次
報
告
書
に
つ
い

て
は
、
バ
ー
ケ
ッ
ト
報
告
書
に
お
い
て
公
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
強
い
批
判
が
あ
っ
た
（
68
）こ
と
か
ら
、
首
相
は
、
公
共
の
利
益
に
反
す

る
な
ど
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
年
次
報
告
書
か
ら
当
該
事
項
を
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
（
69
）。

　

通
信
傍
受
審
査
委
員
会
の
委
員
は
、
侵
害
監
視
手
続
を
審
査
す
る
監
視
委
員
会
（
70
）と
同
様
に
、
高
位
の
司
法
職
（
71
）を
有
す
る
者
か
ら
首

相
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
（
72
）。
こ
の
よ
う
な
構
成
に
鑑
み
る
と
、
同
委
員
会
に
よ
る
審
査
は
、
質
的
に
は
、
司
法
審
査
と
同
じ
水
準
の

も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
73
）。

　

捜
査
権
限
行
政
審
判
所
は
、R

IPA

に
定
め
る
手
続
等
に
関
す
る
不
服
申
立
て
に
対
し
て
、
審
査
を
し
て
、
決
定
す
る
権
限
を
有

す
る
（
74
）。
同
審
判
所
は
、
通
信
傍
受
に
関
し
て
は
、
令
状
を
破
棄
し
、
ま
た
は
令
状
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
等
の
破
棄
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
（
75
）。
同
審
判
所
の
審
判
員
は
、
通
信
傍
受
審
査
委
員
会
と
同
様
に
、
高
位
の
司
法
職
等
（
76
）か
ら
任
命
さ
れ
る
た
め
、
質
的
に

は
、
同
委
員
会
と
同
様
に
、
司
法
審
査
と
同
じ
水
準
で
あ
る
。
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（
三
）
傍
受
内
容
の
証
拠
制
限

　
R

IPA

に
よ
る
通
信
傍
受
の
規
制
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
な
点
は
、
傍
受
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
の
取
り
扱
い
に
あ
る
（
77
）。
ま
ず
、

国
務
大
臣
は
、
傍
受
内
容
が
開
示
さ
れ
る
人
数
、
範
囲
等
が
必
要
最
小
限
に
な
る
体
制
等
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（78
）。
ま
た
傍
受

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
は
、
必
要
な
く
な
っ
た
ら
直
ち
に
消
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず（79
）、
原
則
と
し
て
、
司
法
手
続
に
お
い
て
証

拠
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
80
）。

　

バ
ー
ケ
ッ
ト
報
告
書
に
お
い
て
も
、
証
拠
と
し
て
の
使
用
の
禁
止
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
古
く
か
ら
通
信

傍
受
は
、
ギ
ャ
ン
グ
組
織
や
、
密
輸
組
織
な
ど
に
よ
る
盗
品
運
搬
、
密
輸
な
ど
に
対
し
て
、
裁
判
や
審
問
に
お
け
る
証
拠
と
し
て
で
は

な
く
、
犯
罪
の
発
見
の
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
て
き
て
い
た
（
81
）。
ま
た
通
信
傍
受
は
、
ス
パ
イ
を
防
止
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
や

フ
ァ
シ
ス
ト
に
つ
な
が
り
の
あ
る
人
物
の
雇
用
を
阻
止
す
る
手
段
と
し
て
、
議
会
で
も
認
め
ら
れ
て
き
た
（
82
）。
バ
ー
ケ
ッ
ト
報
告
書
は
、

組
織
犯
罪
等
に
対
す
る
通
信
傍
受
と
い
う
手
段
の
有
効
性
に
つ
い
て
高
く
評
価
す
る
（
83
）一
方
で
、
通
信
傍
受
を
利
用
す
る
多
く
の
機
関

か
ら
、
情
報
の
開
示
が
通
信
傍
受
の
有
効
性
を
大
き
く
損
ね
る
と
い
う
指
摘
（
84
）を
受
け
て
、
通
信
傍
受
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
に
つ

い
て
、
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
の
限
定
や
証
拠
と
し
て
の
使
用
の
禁
止
を
提
言
し
、
通
信
傍
受
を
犯
罪
の
「
発
見
」
に
限
定
す
る

べ
き
と
の
提
言
を
行
っ
た
（
85
）。

　

こ
の
提
言
が
一
九
八
五
年
のIO

C
A

に
お
い
て
採
用
さ
れ
、R

IPA

の
立
法
過
程
に
も
同
様
の
議
論
（
86
）が
さ
れ
て
、R

IPA

に
引
き
継
が

れ
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
通
信
傍
受
の
手
段
の
有
効
性
と
、
証
拠
開
示
に
よ
る
利
益
の
比
較
衡
量
の
結
果
、
通
信
傍
受
の
手

段
の
有
効
性
を
優
先
し
た
と
い
え
る
。

　

問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
の
偏
在
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
六
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
武
器
対
等
の
原
則
か
ら
許
さ
れ
る

か
、
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
の
が
、Preston v. U

K （
87
）で
あ
る
。
同
事
件
は
、
大
麻
密
輸
の
共
謀
の
事
件
に
お
い
て
、
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IO
C

A

に
基
づ
い
て
通
信
傍
受
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
た
こ
と
を
受
け
て
、
申
立
人
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
、
通

信
傍
受
の
内
容
を
証
拠
と
し
て
利
用
で
き
な
い
こ
と
及
び
、
検
察
側
が
提
出
し
た
通
話
行
為
の
証
拠
を
排
除
し
な
か
っ
た
こ
と
が
人
権

条
約
六
条
に
保
障
さ
れ
る
武
器
対
等
の
原
則
に
反
す
る
な
ど
と
し
て
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
人
権
裁
判
所
は
、

IO
C

A

が
証
拠
の
提
出
に
つ
い
て
い
ず
れ
か
一
方
当
事
者
だ
け
を
制
限
し
た
も
の
で
は
な
い
（
88
）と
し
て
、
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
て
い
る
（
89
）。

　

確
か
に
、
通
信
傍
受
の
範
囲
を
公
開
す
れ
ば
、
犯
罪
組
織
は
、
そ
の
範
囲
を
通
じ
て
連
絡
を
取
ら
な
く
な
り
、
イ
タ
チ
ご
っ
こ
と
な

る
。
わ
が
国
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
議
論
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
か
ど
う
か
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
し
て
、
少
な
く
と
も
一
口
に
通

信
傍
受
と
い
っ
て
も
、
公
判
の
証
拠
と
し
て
利
用
す
る
以
外
の
機
能
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
通
信
傍
受
と
い
う
捜
査
手
法
を
考
え

る
う
え
で
、
注
目
に
値
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

第
三
節　

会
話
傍
受
に
関
す
る
規
制
│
通
信
傍
受
と
の
分
岐
点

　

わ
が
国
に
お
け
る
会
話
の
傍
受
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
通
信
傍
受
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
通
信
傍
受
法
を

基
準
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
通
信
傍
受
と
会
話
傍
受
の
法
制
の
違
い
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
会
話
傍
受
の
法
制
を
概
観
し
た
上
で
、
通
信
傍
受
と
の
違
い
、
分
岐
点
を
検
討
す
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
通
信
網
に
よ
ら
な
い
会
話
の
傍
受
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
行
動
監
視
捜
査
の
一
類
型
と
し
て
規
制
さ
れ
て

い
る
（
90
）。
行
動
監
視
捜
査
は
、
通
常
の
監
視
を
直
接
監
視
（directed surveillance

）
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
う
ち
、
住
居
も
し
く
は

個
人
所
有
の
車
両
に
対
し
て
行
う
監
視
な
ど
、
特
に
侵
害
性
の
高
い
監
視
を
侵
害
監
視
（intrusive surveillance

）
と
し
て
、
別
に

手
続
を
定
め
て
い
る
。

　

直
接
監
視
は
、
捜
査
の
必
要
性
に
基
づ
い
て
、
指
定
権
者
（D

esignated persons
）
と
呼
ば
れ
る
警
視
以
上
の
捜
査
官
が
許
可
を
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す
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
91
）の
に
対
し
て
、
侵
害
監
視
は
、
通
信
傍
受
と
同
様
に
、
実
体
要
件
と
し
て
、
対
象
犯
罪
が
深
刻
犯
罪
に

限
定
さ
れ
る
上
に
、
必
要
性
に
加
え
て
補
充
性
ま
で
要
求
さ
れ
る
（
92
）。
ま
た
侵
害
監
視
の
許
可
権
者
は
、
国
務
大
臣
と
幹
部
権
者

（Senior authorising officers （93
））
に
限
ら
れ
る
（
94
）。
さ
ら
に
、
侵
害
監
視
の
許
可
は
、
緊
急
の
場
合
を
除
き
、
警
察
機
関
か
ら
独
立
し

た
監
視
委
員
事
務
局
（O

ffice of Surveillance C
om

m
issioners

）
に
属
す
る
監
視
委
員
（
95
）の
書
面
に
よ
る
承
認
を
得
な
け
れ
ば
効
力

を
有
し
な
い
（
96
）。
監
視
委
員
は
、
通
信
傍
受
審
査
委
員
会
と
同
じ
資
格
が
要
求
さ
れ
て
お
り
（
97
）、
第
三
者
機
関
に
よ
る
審
査
の
仕
組
み
と

し
て
は
通
信
傍
受
と
同
様
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
98
）。

　

も
っ
と
も
、
侵
害
監
視
の
手
続
の
厳
格
さ
は
、
通
信
傍
受
と
同
等
と
は
い
え
、
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
証
拠
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
通
信
傍
受
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
、
実
体
上
も
、
手
続
上
も
、
大
き
な
分
岐
点
と
な
る
。
通
信
傍
受

と
、
そ
れ
以
外
の
会
話
の
傍
受
の
分
岐
点
は
、
通
信
傍
受
の
定
義
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、R

IPA

の
通
信
傍
受
は
、

通
信
網
の
「
伝
達
の
過
程
」（in the course of its transm

ission

）
に
つ
い
て
傍
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
そ
う
で
な
い

会
話
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
通
信
傍
受
に
は
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
99
）。
し
た
が
っ
て
、
通
信
網
の
「
伝
達
の
過
程
」
の
傍
受
に

あ
た
る
か
ど
う
か
が
、
通
信
傍
受
と
そ
れ
以
外
の
類
型
を
分
け
る
分
岐
点
と
な
る
。

　
「
伝
達
の
過
程
」
と
い
う
文
言
は
、IO

C
A

で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
（
100
）。R

IPA

に
お
い
て
「
伝
達
の
過
程
」
は
定
義
さ
れ
て
い
な
い
が
、

R
IPA

が
貴
族
院
を
通
過
す
る
過
程
に
お
い
て
、
ベ
ッ
サ
ム
卿
（Lord B

assam

）
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。

　
「『
郵
便
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
電
話
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
伝
達
の
過
程
』
と
い
う
文
言
は
、
あ
る
特
定
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
、
国
会

の
法
律
専
門
家
に
よ
っ
て
慎
重
に
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
伝
達
の
過
程
は
、
郵
便
サ
ー
ビ
ス
あ
る
い
は
電
話
シ
ス
テ
ム
が
、
会
話
を

最
初
に
変
換
し
た
時
点
か
ら
始
ま
る
。
電
話
で
い
う
と
、
人
の
声
か
ら
発
せ
ら
れ
る
音
波
が
、
受
話
器
の
マ
イ
ク
に
よ
っ
て
受
け
取
ら

れ
た
時
点
か
ら
、
電
話
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
伝
達
の
過
程
に
入
る
。
…
こ
の
用
語
法
は
、
あ
る
人
が
、
電
話
を
し
て
い
る
他
人
と
同
じ
部
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屋
に
い
て
、
た
ま
た
ま
話
し
て
い
る
内
容
を
耳
に
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
技
術
的
に
通
信
傍
受
に
当
た
ら
な
い
こ
と
を
担
保
す
る

も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
話
者
の
電
話
か
ら
の
声
を
聞
く
こ
と
も
通
信
傍
受
に
当
た
ら
な
い
。
音
波
が
変
換
さ
れ
た
電
話
シ
ス
テ
ム
か

ら
離
れ
て
お
り
、
技
術
的
に
、
伝
達
の
過
程
に
当
た
ら
な
い
（
101
）。」

　

判
例
の
態
度
も
こ
の
説
明
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。R

 v O
, Farrell, M

cD
onald and R

afferty （102
）に
お
い
て
、A

still

裁
判
官
は
、

警
察
官
と
諜
報
員
が
共
同
し
て
、IR

A

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
被
告
人
ら
の
受
話
器
に
録
音
機
を
取
り
付
け
て
、
会
話
を
録
音
し
た
事
案

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
詳
細
に
分
析
し
た
上
で
、
通
信
傍
受
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
た
。

「（
通
信
の
）
シ
ス
テ
ム
は
、
発
話
者
の
音
波
が
電
子
信
号
に
変
換
さ
れ
た
A
地
点
か
ら
始
ま
り
、
電
子
信
号
が
音
波
に
変
換
さ
れ
て
受

話
者
に
受
け
取
ら
れ
た
B
時
点
で
終
わ
る
。
…
通
信
傍
受
は
、
A
地
点
か
ら
B
地
点
の
間
の
干
渉
の
こ
と
を
い
う
。
そ
の
前
後
は
関
係

な
い
の
で
あ
る
（
103
）。」

　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
と
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
の
区
別
が
正
面
か
ら
問
題
と
な
っ
た
の
がR

 v E （104
）で
あ
る
。
本
事
案
は
、
捜
査
官
が
、
被
告
人
E
の
車

に
傍
受
装
置
を
装
着
し
、
被
告
人
E
が
車
中
に
お
い
て
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
の
電
話
に
よ
り
な
さ
れ
た
会
話
を
傍
受
し
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
本
会
話
の
傍
受
が
通
信
傍
受
に
あ
た
れ
ば
、
そ
の
会
話
の
内
容
はR

IPA

ま
た
はPA

C
E

に
よ
り
証
拠
と
し
て
使
え
な
い
（
105
）こ
と
に

な
り
、
ま
た
捜
査
官
は
、
侵
害
監
視
許
可
状
を
取
っ
た
も
の
の
、
通
信
傍
受
の
許
可
状
を
得
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本
件
傍
受
行
為
は

R
IPA

に
よ
り
犯
罪
と
な
る
（
106
）と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、「
あ
る
時
点
に
お
い
て
電
話
を
使
用
し
て
い
る

事
実
と
独
立
し
た
人
の
声
の
記
録
は
、
彼
が
話
し
た
こ
と
が
録
音
装
置
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
経
路
で
電
気
通
信
網
に
も
入
っ
た
と
い

う
だ
け
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
通
信
傍
受
に
あ
た
ら
な
い
」
と
い
うR

 v A
llsopp and O

hters

判
決
（
107
）を
援
用
し
て
、
本
件
事
案
も
、
被

告
人
の
言
葉
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
同
時
刻
に
お
い
て
、
一
〇
〇
〇
分
の
一
秒
ず
れ
て
記
録
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
通
信

網
か
ら
独
立
し
て
お
り
、
通
信
傍
受
に
あ
た
ら
な
い
と
し
た
（
108
）。



　

五
五
〇

　

こ
の
よ
う
な
「
伝
達
の
過
程
」
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
通
信
傍
受
と
、
そ
れ
以
外
の
傍
受
を
分
け

て
、
手
続
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
務
家
や
学
者
か
ら
強
い
批
判
が
な
さ
れ
て

い
る
（
109
）。
た
だ
、
通
信
傍
受
と
侵
害
監
視
の
手
続
上
の
違
い
は
、
証
拠
と
し
て
使
用
で
き
る
か
ど
う

か
の
点
が
大
き
い
。
通
信
傍
受
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
の
証
拠
と
し
て
の
使
用
制
限
は
、
通
信

傍
受
の
範
囲
や
方
法
を
公
開
す
る
と
効
果
的
な
捜
査
が
行
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
う

だ
と
す
る
と
、
少
な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
「
伝
達
の
過
程
」
で
区
別
す
る
こ
と
に
は
一

定
の
合
理
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
問
題
の
本
質
は
、
区
別
の
基
準
で
は
な
く
、
証
拠
と
し

て
の
使
用
制
限
の
是
非
に
あ
ろ
う
（
110
）。

　

第
四
節　

小
括

　

以
上
、
見
て
き
た
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
会
話
の
傍
受
に
つ
い
て
、
通
信
傍
受
、
侵
害
監

視
、
直
接
監
視
の
三
類
型
を
観
念
し
て
、
異
な
る
手
続
を
用
意
し
て
い
る
（
表
「
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
会
話
の
傍
受
の
要
件
と
手
続
」
参
照
）。

　

実
体
要
件
が
必
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
る
点
は
、
三
類
型
に
共
通
す
る
。「
伝

達
の
過
程
」
か
否
か
で
区
別
さ
れ
る
通
信
傍
受
と
侵
害
監
視
の
決
定
的
な
違
い
は
、
得
ら
れ
た
情

報
を
証
拠
と
し
て
使
用
で
き
る
か
否
か
に
あ
る
。
証
拠
制
限
の
趣
旨
は
、
通
信
傍
受
に
よ
る
効
果

的
な
捜
査
を
担
保
す
る
た
め
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
伝
達
の
過
程
」
に
よ
る
区
別
は
一
定
の
合
理

性
が
あ
る
と
い
え
る
。
効
果
的
な
捜
査
、
と
い
う
視
点
と
、
証
拠
制
限
の
裏
返
し
と
し
て
、
通
信

表　イギリスにおける会話の傍受の要件と手続

類型 傍受の対象

上記以外

対象犯罪 実体要件 許可権者 証拠第三者審査機関

通信傍受 公的通信網
私的通信網

住居
個人所有の車輌

国務大臣
幹部権者

※

通信傍受審査委員会
※

監視委員会
※

制限なし

※捜査に対する個別の不服申立ては、いずれの類型も捜査行政審判所に対して行うことができる。

禁止

制限なし

限定なし

深刻犯罪

深刻犯罪

指定権者

国務大臣

必要性

必要性＋補充性

必要性＋補充性

侵害監視

直接監視



会
話
の
傍
受
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

五
五
一

傍
受
に
証
拠
と
し
て
使
用
す
る
以
外
の
機
能
が
あ
る
こ
と
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
参
考
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
証
拠
制
限
以
外
の
点
で
、
通
信
傍
受
と
侵
害
監
視
は
、
許
可
権
者
と
第
三
者
審
査
機
関
の
点
で
多
少
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
実

は
、
実
体
要
件
、
手
続
の
厳
格
さ
は
、
両
者
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
侵
害
監
視
が
住
居
や
個
人
所
有
の
車
両
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
期
待
が
高
い
場
所
に
対
す
る
監
視
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
の
高
い
会
話
の

傍
受
に
つ
い
て
は
、
司
法
機
関
に
準
ず
る
第
三
者
機
関
に
よ
る
審
査
を
介
在
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
通
信
網
に
対
す

る
傍
受
、
と
い
う
点
は
、
手
続
の
本
質
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
意
味
は
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
直
接
監
視
と
い
わ
れ
る
類
型
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
の
低
い
場
所
を
対
象
と
す
る
監
視
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所

で
あ
れ
ば
、
第
三
者
機
関
の
審
査
を
経
る
こ
と
な
く
、
組
織
内
の
許
可
だ
け
で
実
施
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
類
型
は
、
わ

が
国
に
お
け
る
任
意
捜
査
に
相
当
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
要
件
論
を
含
め
て
参
考
に
な
ろ
う
。

　

以
上
の
通
り
、
通
信
網
に
対
す
る
一
般
的
信
頼
は
手
続
の
本
質
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
制
約
さ
れ

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
質
か
ら
実
体
要
件
、
手
続
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
10
）  　

R
epealed (2.10.2000) by 2000 c. 23, s. 82(2). 

同
法
の
邦
語
文
献
と
し
て
、
椎
橋
隆
幸
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
法
制
度
」
法
曹

時
報
五
〇
巻
三
号
一
頁
（
一
九
九
八
年
）、
清
水
隆
雄
「
イ
ギ
リ
ス
：
通
信
傍
受
法(T

he Interception of C
om

m
unications A

ct 1985)

」
外

国
の
立
法
二
八
巻
六
号
二
四
九
頁
（
一
九
八
九
年
）、
倉
持
孝
司
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
通
信
の
傍
受
と
市
民
的
自
由
に
対
す
る
法
的
ア
プ
ロ
ー

チ
（
一
） 

〜
（
三
）」
名
古
屋
大
學
法
政
論
集
一
〇
二
号
一
頁
（
一
九
八
四
年
）、
一
一
二
号
一
八
七
頁
（
一
九
八
六
年
）、
一
一
五
号
二
六
九
頁

（
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
11
）  　

C
m

nd.283, “R
eport of the C

om
m

ittee of Privy C
ouncillors appointed to inquire into the interception of com

m
unications ”, 

published O
ctober 1957 (H

ereinafter as B
irkett R

eport)

．
マ
リ
ナ
ン
事
件
と
は
、
バ
リ
ス
タ
の
職
業
倫
理
違
反
行
為
に
関
す
る
刑
事
事
件

に
お
い
て
、
マ
リ
ナ
ン
被
告
人
の
通
信
傍
受
の
内
容
に
つ
い
て
、
バ
リ
ス
タ
評
議
会
の
議
長
等
に
開
示
さ
れ
た
こ
と
で
波
紋
を
広
げ
た
も
の
で
あ



　

五
五
二

る
。
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、B

irkett R
eport, para 94.　

マ
リ
ナ
ン
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
報
告
書
も
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。B

irkett 
R

eport, paras 95-101.
（
12
）  　

公
に
初
め
て
手
紙
の
開
封
令
状
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
の
は
、
一
六
六
三
年
五
月
二
五
日
に
発
せ
ら
れ
た
布
令(the Proclam

ation of M
ay 

25th, 1663)

と
さ
れ
る
。
同
布
令
は
、
手
紙
の
開
封
に
つ
い
て
、
国
務
大
臣
の
令
状
を
要
求
し
た
。B

irkett R
eport, para 9.

（
13
）  　

B
irkett R

eport, paras 11, 17 and 39.

（
14
）  　

B
irkett R

eport, para 51.

（
15
）  　

具
体
的
な
提
言
の
概
要
に
つ
い
て
は
、B

irkett R
eport, para 153-169.

（
16
）  　

M
alone v C

om
m

issioner of Police of the M
etropolis (or M

etropolitan) (N
o 11), C

D
, [1979] 2 A

ll E
R

 620.

（
17
）  　

Id, at 631, 640.

（
18
）  　

Id,at 644.

（
19
）  　

Id, at 645-47.

（
20
）  　

Id, at 630, 638, 640-642, 649.

（
21
）  　

Id, at 627 - 628, 638, 647..

（
22
）  　

Id, at 648-649.

（
23
）  　

Id, at 649.

（
24
）  　

C
m

nd. 7873, “T
he interception of com

m
unications in G

reat B
ritain ”, published A

pril 1980 (H
ereinafter as 1980 R

eport).

（
25
）  　

1980 R
eport, para. 1.

（
26
）  　

H
ansard, 1 A

pril 1980, C
ol 207. 

さ
ら
に
、
そ
の
後
、
王
立
委
員
会
の
報
告
書
で
も
、
立
法
と
司
法
審
査
の
提
案
が
な
さ
れ
た(C

m
nd. 

8092, “R
oyal C

om
m

ission on C
rim

inal Procedure R
eport ”, para3.53-3.60)

が
、
政
府
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。

（
27
）  　

さ
ら
に
、
法
務
大
臣
は
、1980

年
報
告
書
の
通
り
に
通
信
傍
受
が
適
切
な
目
的
と
手
続
に
従
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
「
独

立
し
た
継
続
機
関
の
審
査(continuous independent check)
」
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
て
、
幹
部
司
法
職
員
に
よ
る
年
次
報
告
書
提
出
の
た
め

の
審
査
を
行
っ
て
い
る
と
し
た
。H

ansard, 1 A
pril 1980, C

ol 207-8. 
こ
の
点
を
再
度
確
認
す
る
べ
く
、
さ
ら
に
デ
ィ
プ
ロ
ッ
ク
卿
に
よ
る
コ
マ

ン
ド
ペ
ー
パ
ー
（
デ
ィ
プ
ロ
ッ
ク
報
告
書
と
す
る
）(C

m
nd. 8191, “

T
he Interception of C

om
m

unications in G
reat B

ritain”, published 
M

arch 1981 (H
ereinafter as D

iplock R
eport) )

が
作
成
さ
れ
て
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
デ
ィ
プ
ロ
ッ
ク
報
告
書
で
は
、
通
信
傍
受
が
適
正

に
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
た
。

（
28
）  　

M
alone v U

nited K
ingdom

, (1985) 7 E
H

R
R

 14.



会
話
の
傍
受
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

五
五
三

（
29
）  　

Id,  para. 80.
（
30
）  　

C
m

nd. 9438, “T
he interception of com

m
unications in the U

nited K
ingdom

”, published February 1985 (H
ereinafter as 1985 

R
eport).

（
31
）  　

1985 R
eport, para 7.

（
32
）  　

IO
C

A
, s. 7.　

審
判
所
は
、
個
人
か
ら
の
不
服
申
立
て
に
基
づ
き
、
審
査
す
る
組
織
で
あ
る
。
審
判
所
は
、
個
人
の
不
服
申
立
て
を
受
け
て
調

査
を
行
い
、
令
状
の
取
り
消
し
を
含
め
た
必
要
な
対
応
を
行
う
権
限
を
有
し
て
い
る
。Id.

（
33
）  　

IO
C

A
, s. 8.　

委
員
会
は
、
通
信
傍
受
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
監
視
し
、
ま
た
審
判
所
の
求
め
に
応
じ
て
必
要
な
援
助
を
行
う
組
織
で

あ
る
。
委
員
会
は
、
関
係
機
関
か
ら
必
要
な
情
報
の
開
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
不
適
切
な
事
案
が
あ
れ
ば
、
首
相
へ
報
告
す
る
。Id.

（
34
）  　

N
ick Taylor, “C

overt Policing and Proportionality”, C
overt Policing R

eview
 (2006) at 27.

（
35
）  　

E
.g, R

 v. E
ffik, [1994] C

rim
 LR

 832; R
 v. Preston, [1993] 4 A

ll E
R

 638, R
 v. A

hm
ed, [1995] C

rim
 LR

 246.

（
36
）  　

C
m

 4368, “Interception of C
om

m
unications in the U

nited K
ingdom

”, published Jun 1999 (H
ereinafter as 1999 R

eport).

（
37
）  　

R
IPA

, S.3(1). 1

方
当
事
者
に
同
意
が
あ
る
と
信
じ
る
場
合
に
も
、
除
外
さ
れ
て
い
た
が
、2011

年
に
削
除
さ
れ
た
。T

he R
egulation of 

Investigatory Pow
ers (M

onetary Penalty N
otices and C

onsents for Interceptions) R
egulations 2011, SI 2011/1340.

（
38
）  　

R
IPA

, S.48(4).

た
だ
し
、
通
信
傍
受
の
令
状
が
発
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。Id.

（
39
）  　

R
IPA

, S.48(3) (a) and (b).

（
40
）  　

R
IPA

, S.1(2). 

な
お
、
ホ
テ
ル
や
企
業
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
私
的
通
信
網
に
含
ま
れ
る
。1998 R

eport, para. 3.8.

（
41
）  　

な
お
、
私
的
通
信
網
が
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
前
述
の
と
お
り
、「
公
共
シ
ス
テ
ム
の
会
話
を
傍
受
す
る
こ
と
が
、
公
共
の
信
頼

を
得
る
方
法
で
権
限
づ
け
ら
れ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
制
定
法
上
の
明
確
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
」
と
い
う
目
的
か
ら
、

IO
C

A

を
立
法
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
私
的
通
信
網
を
保
護
す
る
必
要
性
が
な
い
と
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。

（
42
）  　

R
IPA

 s. 1(1)and(2).　

私
的
通
信
網
で
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
使
用
・
運
用
を
制
御
す
る
権
限
を
有
す
る
者
は
、
刑
事
責
任
を
免
除
さ
れ
る
。

R
IPA

 s. 1(2)and(6). 

罰
則
は
、
公
共
通
信
網
に
対
す
る
違
法
傍
受
が
正
式
起
訴
に
よ
る
2
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
罰
金
、
私
的
通
信
網
に
対
す

る
違
法
傍
受
が
略
式
起
訴
に
よ
る
法
律
上
の
制
限
を
超
え
な
い
罰
金
と
な
っ
て
い
る
。R

IPA
 s. 1(7).

（
43
）  　

R
IPA

, s.80

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
丸
橋
昌
太
郎
「
行
動
監
視
捜
査
の
規
制―

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
秘
匿
捜
査
法
の
分
析
を
通
じ
て
」
信
州

大
学
法
学
論
集
二
二
号
一
頁
（
二
〇
一
三
年
）﹇
以
下
、「
行
動
監
視
」
と
し
て
参
照
す
る
﹈
二
〇
頁
以
下
参
照
。

（
44
）  　

R
IPA

 s. 1(5).

（
45
）  　

刑
事
訴
訟
法
上
の
捜
査
の
実
体
要
件
は
強
制
捜
査
、
任
意
捜
査
を
問
わ
ず
、
捜
査
の
必
要
性
か
ら
定
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
丸
橋



　

五
五
四

昌
太
郎
「
身
柄
に
関
す
る
処
分
の
実
体
要
件
の
意
義―

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
停
止
権
限
及
び
逮
捕
権
限
の
分
析
を
通
じ
て
」
信
州
大
学
法
学
論
集

一
〇
号
四
一
頁
（
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
証
拠
を
収
集
す
る
処
分
の
実
体
要
件
の
意
義―

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
捜
索
権
限
の
分
析
を
通
じ
て
」
信

州
大
学
法
学
論
集
一
二
号
二
七
頁
（
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
お
と
り
捜
査
・
潜
入
捜
査
の
現
在 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
秘
匿
捜
査
を
中
心
に
」
刑
事

法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
九
号
九
頁
（
二
〇
一
一
年
）﹇
以
下
、「
お
と
り
捜
査
」
と
し
て
参
照
す
る
﹈、
同
・
前
掲
注
（
43
）
書
「
行
動
監
視
」
参
照
。

（
46
）  　

R
IPA

 s. 5(2).

（
47
）  　

R
IPA

 s. 5(3).

（
48
）  　

R
IPA

 s. 5(3).  (d)

は
、(b)

の
要
件
と
同
等
の
状
況
と
評
価
さ
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。R

IPA
 s. 5(3)(d).　

ま
た(c)

は
、
イ
ギ

リ
ス
国
外
の
人
物
の
行
動
、
意
図
に
関
す
る
情
報
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。R

IPA
 s. 5(5).

（
49
）  　

1999 R
eport, C

h. 9.

（
50
）  　

R
IPA

 s. 32 (3)(b).

（
51
）  　

R
IPA

 s. 29 (3)(b).

（
52
）  　

R
IPA

 s. 28 (3)(b).

（
53
）  　

こ
れ
は
、
企
業
等
に
お
い
て
、
詐
欺
等
を
防
止
す
る
た
め
に
、
企
業
内
の
電
話
を
監
視
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。1999 R

eport, 
para. 3.9.

（
54
）  　

こ
の
た
め
、
誘
拐
犯
と
家
族
の
会
話
や
恐
喝
電
話
の
他
、
身
分
秘
匿
情
報
員
の
会
話
も
傍
受
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
身
分
秘
匿
情

報
員
の
問
題
は
、
身
分
秘
匿
情
報
員
の
規
定
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。C

live H
arfield and K

aren H
arfield, C

overt 
Investigation (2

nd ed), at 123. 

（
55
）  　

R
IPA

 ss. 3 and 4.

（
56
）  　

R
IPA

 s. 5(1).

（
57
）  　

R
IPA

 s. 5(2) and C
ode of Practice Interception of C

om
m

unications, para. 4.6.   

こ
の
よ
う
に
手
続
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
、

緊
急
手
続
で
も
時
間
が
か
か
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
捜
査
官
は
、
会
話
傍
受
を
迅
速
な
捜
査
の
主
要
な
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
な
い
と
さ
れ

る
。H

arfield, supra note 54, at 125.

（
58
）  　

R
IPA

 s. 6.

（
59
）  　

IO
C

A
, S. 3(1)(a) repealed (2.10.2000) by 2000 c. 23, s. 82(2), Sch. 5 (w

ith s. 82(3)).

（
60
）  　

1999 R
eport, para. 7.4 – 7.7.

（
61
）  　

R
IPA

 s. 8(1)(a) and (b).



会
話
の
傍
受
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

五
五
五

（
62
）  　

E
.g. E

m
m

erson and A
shw

orth, H
um

an R
ight and C

rim
inal Justice (Sw

eet &
 M

axw
ell, 2001), at 221.

（
63
）  　

K
lass v. G

erm
any, (1979) 2 E

H
R

R
 214, at 235.

（
64
）  　

丸
橋
・
前
掲
注
（
45
）
書
「
お
と
り
捜
査
」、
丸
橋
・
前
掲
注
（
43
）
書
「
行
動
監
視
」
参
照
。

（
65
）  　

R
IPA

, PartⅣ
.

（
66
）  　

RIPA
 s.57(2).  

審
査
は
、
デ
ィ
プ
ロ
ッ
ク
卿
が
用
い
た
ラ
ン
ダ
ム
チ
ェ
ッ
ク
を
採
用
を
し
た
。Report of the Interception of C

om
m

unication 
for 2006, H

C
 252, para.7. 

ま
た
同
委
員
会
は
、
行
政
審
判
所
に
よ
る
審
判
等
に
対
す
る
協
力
す
る
任
務
も
負
う
。Id, s.57(3).   

な
お
、
情
報
機

関
に
つ
い
て
は
、
別
に
、
情
報
機
関
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。R

IPA
 s.59. 

以
下
で
は
、
通
信
傍
受
委
員
会
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
。

（
67
）  　

R
IPA

 s.58(4).

（
68
）  　

B
irkett R

eport, para. 121.

（
69
）  　

R
IPA

 s.58(7).

（
70
）  　

Police A
ct 1997, s91(1).    

詳
し
く
は
、
丸
橋
・
前
掲
注
（
43
）
書
「
行
動
監
視
」
一
四
頁
以
下
。

（
71
）  　

C
onstitutional R

eform
 A

ct 2005, c.4, s.60(2)

に
定
義
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
枢
密
院
の
司
法
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
（
所
属
し
て
い

た
）
メ
ン
バ
ー
も
含
ま
れ
る
。R

IPA
 s.57(5).

（
72
）  　

R
IPA

 s.57(1) and (5).

（
73
）  　

あ
と
は
、
令
状
発
付
権
者
と
同
様
に
、
組
織
の
独
立
性
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
で
あ
る
。

（
74
）  　

R
IPA

 s.65.   

管
轄
に
つ
い
て
は
、R

IPA
 s.65(2).　

こ
れ
に
よ
り
、
人
権
条
約
に
関
わ
る
不
服
は
、
司
法
の
管
轄
か
ら
外
れ
た
と
さ
れ
る
。R

 
(on the application of A

) v B
, SC

, [2009] U
K

SC
 12.

（
75
）  　

R
IPA

 s.67(7) (a) and (b).

（
76
）  　

C
onstitutional R

eform
 A

ct 2005, c.4, s.60(2)

に
定
義
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
枢
密
院
の
司
法
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
（
所
属
し
て
い

た
）
メ
ン
バ
ー
も
含
ま
れ
る
。R

IPA
 Sche 3, s.1(1)(a).

（
77
）  　

R
IPA

, S17.

（
78
）  　

R
IPA

 ss. 15 and 16.

（
79
）  　

R
IPA

 ss. 15(3).

（
80
）  　

R
IPA

 s. 17(1).   

な
お
、R

IPA
 s. 3

、4

に
基
づ
く
傍
受
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
は
、
証
拠
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。R

IPA
 s. 

18(4).

（
81
）  　

B
irkett R

eport, paras 92, 103-105.



　

五
五
六

（
82
）  　

B
irkett R

eport, para 105.

（
83
）  　

B
irkett R

eport, paras 106
-113..

（
84
）  　

B
irkett R

eport, para 119.　

特
に
国
防
に
つ
い
て
は
、「
我
々
は
、
将
来
に
お
い
て
、
定
期
的
で
あ
れ
、
不
定
期
で
あ
れ
、
国
務
大
臣
に
よ

っ
て
﹇
通
信
傍
受
の
﹈
統
計
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
強
く
考
え
て
い
る
。
政
府
に
敵
対
し
て
活
動
を
続
け
る
人
物
た
ち
が
、
国
防

目
的
の
通
信
傍
受
の
範
囲
を
お
お
よ
そ
で
あ
っ
て
も
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く
資
す
る
こ
と

に
な
る
。」
と
強
く
反
対
し
て
い
る
。B

irkett R
eport, para 121.

（
85
）  　

B
irkett R

eport, paras 101, 152.

（
86
）  　

H
ansard H

C
 vol 345 col 773.

（
87
）  　

A
pplication N

o. 24193/94 (2 July 1997).

（
88
）  　

IO
C

A
, s. 9.

（
89
）  　

そ
の
他
、
通
信
傍
受
の
証
拠
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、Valenzuela C

ontreras v. Spain,  (1998) 28 E
H

R
R

 483, Lam
bert v. 

France, [1998] E
C

H
R

 23618/94.

（
90
）  　

R
IPA

, Part Ⅱ
.   

行
動
監
視
捜
査
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
丸
橋
・
前
掲
注
（
43
）
書
「
行
動
監
視
」
参
照
。

（
91
）  　

R
IPA

 ss. 27, 30. 

た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
に
は
、
警
部
で
も
許
可
で
き
る
。

（
92
）  　

R
IPA

 s. 32(2) and (3).

（
93
）  　

R
IPA

 s. 32(6).

（
94
）  　

R
IPA

 s. 32(1).

（
95
）  　

監
視
委
員
長
を
除
く
。R

IPA
 s. 81(1).

（
96
）  　

R
IPA

 ss. 35 and 36(2).

（
97
）  　

Police A
ct 1997, s91(1).

（
98
）  　

最
も
通
信
傍
受
は
、
通
信
傍
受
審
査
委
員
会
の
許
可
が
な
く
て
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
侵
害
監
視
の
方
が
、
第
三

者
機
関
の
権
限
が
強
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
99
）  　

R
IPA

 s. 2(2).

（
100
）  　

IO
C

A
 s.1(1).

（
101
）  　

H
ansrd, H

L Vol613 col 1435.

（
102
）  　

[2005] E
W

C
A

 C
rim

 1945.
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五
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一
）　　

五
五
七

（
103
）  　

[2005] E
W

C
A

 C
rim

 1945, para.24.
（
104
）  　

[2004] E
W

C
A

 C
rim

 1243.
（
105
）  　

R
IPA

 s. 17, PA
C

E
 s. 78.

（
106
）  　

R
IPA

 s. 1.

（
107
）  　

[2005] E
W

C
A

 C
rim

 703, para 20.

（
108
）  　

[2004] E
W

C
A

 C
rim

 1243, paras 21-23.

（
109
）  　

O
rm

erod and M
cK

ay, “Telephone Interception and their A
dm

issibility ”, [2004] C
rim

 LR
 15, at 15; Sim

on M
cK

ay, C
overt 

policing Law
 and Practice, (O

xford U
niversity Press, 2011), paras 3.91-3.94

（
110
）  　

イ
ギ
リ
ス
も
、
証
拠
と
し
て
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。See, C

m
. 7324, “Privy C

ouncil R
eview

 of 

Intercept as E
vidence ”, published January 2008; C

m
. 760, “Intercept as E

vidence ”, published D
ecem

ber 2009.

第
三
章 　

わ
が
国
に
お
け
る
会
話
の
傍
受

　

第
一
節　

会
話
の
傍
受
の
法
的
性
質
│
任
意
捜
査
か
、
強
制
捜
査
か

　

そ
れ
で
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
会
話
の
傍
受
は
、
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
会
話
の
傍
受
と
い
う
捜
査
手
法
は
、
刑
事
訴
訟
法
一
九
七
条
Ⅰ
項
但
し
書
の
強
制
処
分
に
あ
た
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な

る
。
こ
こ
に
い
う
強
制
処
分
と
は
、
判
例
に
よ
れ
ば
、「
有
形
力
の
行
使
を
伴
う
手
段
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
意
思
を

制
圧
し
、
身
体
、
住
居
、
財
産
等
に
制
約
を
加
え
て
強
制
的
に
捜
査
目
的
を
実
現
す
る
行
為
な
ど
、
特
別
の
根
拠
規
定
が
な
け
れ
ば
許

容
す
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
手
段
（
111
）」
の
こ
と
を
い
い
、
同
判
例
の
理
解
と
し
て
、
意
思
の
制
圧
に
独
自
の
意
義
を
見
出
す
見
解
（
112
）も
あ

る
が
、
当
該
処
分
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
権
利
・
利
益
の
重
要
性
が
強
制
処
分
の
基
準
に
な
る
と
い
う
点
に
ほ
ぼ
争
い
は
な
い
と
い
っ



　

五
五
八

て
よ
い
（
113
）。

　

た
だ
、
会
話
の
傍
受
と
い
っ
て
も
、
様
々
な
態
様
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
一
般
論
と
し
て
、
強
制
処
分
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
く

の
は
適
切
で
は
な
く
、
一
定
の
類
型
ご
と
に
検
討
し
て
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
類
型
の
整
理
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
直
接
監
視

と
、
侵
害
監
視
の
区
別
が
参
考
に
な
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
第
二
章
で
検
討
し
た
通
り
、
住
居
や
個
人
所
有
の
車
両
の
中
を
監
視
す
る
場
合
に
は
、
侵
害
監
視
と
し
て
、
通
信

傍
受
と
同
等
の
手
続
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
公
共
の
場
に
お
け
る
監
視
は
、
警
察
内
部
の
許
可
手
続
に
よ
っ

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

確
か
に
、
住
居
や
個
人
所
有
の
車
両
は
、
一
般
的
に
、
法
律
上
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
捜
査
機
関
が
入
れ
な
い
場
所
で
あ
り
、
わ
が
国

に
お
い
て
も
、
重
要
な
権
利
の
制
約
を
伴
う
強
制
処
分
、
す
な
わ
ち
法
律
上
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
強
制
処
分
と
し
て
の
会
話
の
傍
受
と
、
通
信
を
対
象
と
す
る
傍
受
の
区
別
は
、
通
信
傍
受
を
、
会
話
が
な
さ

れ
る
場
所
に
関
わ
ら
ず
、
通
信
網
が
有
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
の
高
さ
か
ら
、
一
般
的
に
強
制
処
分
と
し
て
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、「
伝
達
の
過
程
」
か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
携
帯

電
話
で
話
し
て
い
る
内
容
を
、
下
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
録
音
す
る
行
為
は
、
通
信
傍
受
に
は
当
た
ら
ず
、
会
話
の
傍
受
や
行
動
監
視
捜
査

と
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
114
）。

　

他
方
で
、
捜
査
機
関
が
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
る
公
共
空
間
に
お
い
て
は
、
読
唇
術
等
に
よ
り
、
視
覚
デ
ー
タ
か
ら
音
声
デ

ー
タ
へ
の
変
換
が
技
術
的
に
可
能
な
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
ビ
デ
オ
撮
影
と
録
音
に
質
的
な
違
い
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
場
所
に
お
け
る
会
話
の
傍
受
は
、
ビ
デ
オ
撮
影
等
の
監
視
に
準
じ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
判
例
は
、
捜
査
機
関
が
自
由

に
出
入
り
で
き
る
場
所
に
お
け
る
ビ
デ
オ
撮
影
に
つ
い
て
、「
通
常
、
人
が
他
人
か
ら
容
ぼ
う
等
を
観
察
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
受
忍
せ
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ざ
る
を
得
な
い
場
所
に
お
け
る
も
の
」
と
し
て
、
一
定
の
場
合
に
法
律
上
の
根
拠
な
く
、
行
い
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
115
）。
わ
が
国

に
お
い
て
も
、
捜
査
機
関
が
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
に
つ
い
て
は
、
尾
行
、
監
視
に
準
じ
て
、
法
律
上
の
根
拠
が
な
く

て
も
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
任
意
捜
査
と
し
て
、
法
律
上
の
根
拠
な
く
し
て
行
い
う
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
無
制
限
に
許
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
（
116
）。
そ
の
監
視
や
傍
受
を
正
当
化
す
る
要
件
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
強
制
処
分
と
同
じ
で
あ
る
。
特
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
、

知
情
性
や
役
割
分
担
な
ど
に
関
す
る
会
話
が
な
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
く
、
傍
受
す
る
必
要
性
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
許
さ
れ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
方
当
事
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
無
令
状
で
会
話
を
傍
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
捜
査
機
関
が
行
う
場
合
に

も
、
身
分
を
秘
匿
す
る
こ
と
に
つ
き
、
別
個
の
令
状
が
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
会
話
の
傍
受
に
つ
い
て
は
無
令
状
で
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

一
方
当
事
者
の
同
意
を
得
て
秘
密
録
音
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
判
例
は
、
一
定
の
事
情
の
も
と
に
お
い
て
は
、
相
手
方
の

同
意
を
得
な
く
て
も
違
法
と
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
117
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
多
く
の
学
説
は
、
法
的
性
質
に
つ
き
任
意

捜
査
（
118
）と
し
つ
つ
も
、
制
約
さ
れ
る
権
利
・
利
益
に
つ
き
、
会
話
内
容
の
秘
密
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
会
話
の
自
由
や
自
由
な
会
話
へ
の

委
縮
効
果
を
指
摘
す
る
（
119
）。
一
般
に
、
会
話
内
容
の
秘
密
性
自
体
は
、
他
者
に
話
し
た
時
点
に
お
い
て
、
特
に
、
口
止
め
、
守
秘
義
務

等
の
事
情
に
よ
り
、
秘
密
性
が
別
に
担
保
さ
れ
て
い
る
状
況
に
な
い
限
り
、
話
を
し
た
相
手
方
と
の
関
係
で
は
消
滅
し
て
い
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
（
120
）。
そ
し
て
、
そ
の
話
を
聞
い
た
相
手
方
は
、
特
に
、
秘
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
な
い
限
り
、
そ
の
他
の
者

に
伝
え
る
権
利
が
憲
法
二
一
条
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
会
話
を
録
音
す

る
こ
と
は
、
そ
れ
を
記
憶
に
基
づ
い
て
口
頭
で
伝
え
る
か
、
機
械
的
な
記
録
に
よ
っ
て
伝
え
る
か
の
違
い
に
す
ぎ
ず
、
相
手
方
の
同
意
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が
な
く
て
も
許
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
121
）。

　

会
話
の
自
由
や
委
縮
効
果
に
つ
い
て
も
、
も
と
も
と
会
話
の
秘
密
性
や
そ
の
期
待
が
な
け
れ
ば
、
会
話
の
自
由
へ
の
侵
害
や
委
縮
効

果
も
発
生
し
な
い
の
で
、
両
利
益
は
、
突
き
詰
め
て
考
え
る
と
、
会
話
の
秘
密
性
や
そ
の
期
待
で
あ
る
。
確
か
に
、
守
秘
義
務
や
口
止

め
の
約
束
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
秘
密
性
や
そ
の
期
待
が
認
め
ら
れ
て
、
か
つ
、
そ
れ
を
前
提
に
情
報
を
入
手
し
た
よ
う
な
場
合
に

は
、
秘
密
性
が
解
放
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
法
律
上
の
根
拠
自
体
は
要
し
な
い
（
122
）ま
で
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

口
止
め
や
守
秘
義
務
を
破
る
こ
と
の
正
当
な
理
由
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る（123
）。
正
当
な
理
由
と
し
て
、
秘
密
録
音
を
す
る

必
要
性
、
す
な
わ
ち
、
脅
迫
罪
や
名
誉
毀
損
罪
な
ど
の
内
容
自
体
が
犯
罪
を
構
成
す
る
場
合
も
含
め
て
、
特
定
の
犯
罪
に
関
す
る
会
話

が
な
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
事
前
に
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
捜
査
官
が
行
う
場
合
に
も
、
こ
の
秘
密
性
を
前
提
に
し
て
情
報
を
入
手
し
た
場
合
に
準
じ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
問
題
の

本
質
は
、
秘
密
性
を
前
提
に
し
た
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
す
な
わ
ち
捜
査
官
が
身
分
を
秘
匿
し
て
捜
査
対
象
者
に
接

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
ろ
う
（
124
）。

　

第
二
節　

強
制
捜
査
と
し
て
の
会
話
の
傍
受

　

法
制
審
議
会
特
別
部
会
は
、
次
の
場
面
を
対
象
と
し
て
、
会
話
の
傍
受
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
（
125
）。

① 

振
り
込
め
詐
欺
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
事
務
所
等

② 

対
立
抗
争
等
の
場
合
に
お
け
る
暴
力
団
事
務
所
や
暴
力
団
幹
部
の
使
用
車
両

③ 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
が
実
施
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
配
送
物
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前
節
の
基
準
か
ら
す
る
と
、
①
、
②
は
、
明
ら
か
に
強
制
処
分
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
③
も
、
配
送
物
が
、
令
状
な
く
し
て
侵

入
し
え
な
い
場
所
に
入
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
法
律
上
の
根
拠
を
要
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
対
象
の
特
定
性

や
手
続
で
あ
る
（
126
）。

　

ま
ず
対
象
の
特
定
性
に
つ
い
て
は
、
通
信
傍
受
の
場
合
に
比
し
て
、
会
話
の
傍
受
は
、
そ
こ
に
入
っ
て
く
る
範
囲
の
人
が
不
特
定
多

数
と
な
り
、
無
限
定
に
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
（
127
）。

　

こ
の
点
は
、
前
章
で
検
討
し
た
通
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
近
時
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
通
信
傍
受
令
状
の
対
象
を
、
特

定
の
「
ア
ド
レ
ス
」
か
ら
「
人
」
ま
た
は
「
場
所
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
変
更
は
、
特
定
性
を
緩
和
し
た
も
の

で
は
な
く
、
複
数
の
令
状
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
、
同
一
の
理
由
で
発
付
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
の
理
由
で
発
付
で
き

る
単
位
と
し
て
、「
人
」
ま
た
は
「
場
所
」
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
通
信
傍
受
の
「
ア
ド
レ
ス
」
と
比
較

し
つ
つ
、
対
象
の
特
定
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
と
、
確
か
に
、
①
〜
③
に
お
い
て
、
一
定
の
無
関
係
の
会
話
も
傍
受
す
る
こ
と
に
な
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
通
信
傍
受
も
、
本
質
的
に
は
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
り
、
一
定
の
無
関
係
の
会
話
が
あ
る

こ
と
だ
け
で
、
会
話
の
傍
受
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
128
）。
一
定
の
傍
受
の
対
象
が
特
定
で
き
て
、

か
つ
、
そ
の
特
定
の
範
囲
に
つ
い
て
、
無
関
係
な
会
話
の
混
入
も
含
め
て
、
会
話
の
傍
受
が
正
当
化
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
特

に
、
①
、
②
は
、
当
該
事
件
関
係
者
以
外
の
会
話
が
混
入
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
仮
に
入
っ
た
と
し
て
も
特
定
性
の
要
件
を
満

た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
129
）。
そ
し
て
、
①
、
②
の
事
件
解
明
に
不
可
欠
な
共
謀
や
知
情
性
に
関
わ
る
会
話
が
な

さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
く
、
傍
受
す
る
必
要
性
も
高
く
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
①
②
を
対
象
と
す
る
会
話
の
傍
受
も
、
理
論
的
に
は
正

当
化
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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③
も
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
と
い
う
性
質
上
、
そ
の
運
搬
者
も
、
客
観
的
構
成
要
件
に
は
該
当
し
て
お
り
、
受
取
人
も

含
め
て
、
事
件
関
係
者
の
会
話
が
中
心
と
な
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
対
象
と
い
う
特
定
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
配
送
物
の
物
理
的
周
辺
と
い
う
特
定
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、
通
信
傍
受
と
比
し
て
、
特
定
が
な
さ
れ

て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
（
130
）。
ま
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
配
送
物
は
、
そ
れ
自
体
が
犯
罪
組
成
物

で
あ
り
、
そ
の
運
搬
途
中
で
な
さ
れ
る
会
話
に
は
そ
の
知
情
性
を
示
す
会
話
が
な
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
く
、
実
体
要
件
と
し
て
求
め
ら

れ
る
必
要
性
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
取
引
犯
罪
に
関
す
る
知
情
性
の
立
証
は
、
客
観
証
拠
に
よ
る
こ
と
が
難
し
い
こ

と
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
捜
査
手
法
を
取
る
補
充
性
も
満
た
す
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
緊
急
性
の
要
件
は
、
例
え
ば
緊
急
逮
捕
の
令
状
の
事
後
請
求
な
ど
の
よ
う
に
、
手
続
的
な
例
外
を
根
拠
づ
け
る
も
の
で
あ
っ

て
、
実
体
的
な
捜
査
の
必
要
性
を
高
め
る
も
の
で
は
な
い
。
緊
急
性
は
、
会
話
の
傍
受
そ
の
も
の
の
正
当
化
に
は
無
関
係
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
会
話
の
傍
受
に
つ
い
て
、
検
証
令
状
で
行
い
う
る
か
、
と
い
う
点
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　

最
決
平
成
一
一
年
一
二
月
一
六
日
刑
集
五
三
巻
九
号
一
三
二
七
頁
（
以
下
、
平
成
一
一
年
判
例
と
す
る
）
は
、
通
信
傍
受
法
制
定
前

に
、
検
証
令
状
で
実
施
し
た
通
信
傍
受
を
適
法
と
判
断
し
て
い
る
。
通
信
傍
受
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
二
二
二
条
の
二
に
お
い

て
、
明
確
に
検
証
令
状
か
ら
外
れ
た
が
、
通
信
網
を
介
さ
な
い
会
話
の
傍
受
に
つ
い
て
は
、
検
証
と
し
て
可
能
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
（
131
）。

　

こ
の
点
は
、
第
一
に
、
検
証
令
状
に
よ
っ
て
会
話
の
選
別
が
許
さ
れ
る
か
、
第
二
に
、
不
服
申
立
て
の
機
会
の
付
与
が
不
可
欠
か
、

が
問
題
と
な
る
（
132
）。

　

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
確
か
に
、
現
行
法
は
、
検
証
の
た
め
の
捜
索
を
認
め
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
平
成
一
一
年
判
例
が
、
無
関

係
な
会
話
を
検
証
の
対
象
外
と
し
つ
つ
、
刑
事
訴
訟
法
一
二
九
条
所
定
の
「
必
要
な
処
分
」
で
行
い
う
る
（
133
）と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
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て
は
、
そ
も
そ
も
検
証
で
き
な
い
物
を
対
象
と
し
て
な
ぜ
必
要
な
処
分
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、

検
証
目
的
物
の
存
否
の
確
認
も
、
検
証
対
象
に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
身
体
の
注
射
痕
の
存

否
お
よ
び
そ
の
形
状
を
検
証
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
検
証
の
対
象
は
、
注
射
痕
が
な
い
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
こ
れ
を
許

可
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
が
故
に
、
注
射
痕
が
な
い
と
こ
ろ
も
含
め
て
検
証
し
う
る
の
で
あ
る
（
134
）。
こ
れ
と
同
様
に
、
会
話
の

傍
受
に
い
う
検
証
の
目
的
は
、
特
定
の
犯
罪
に
関
す
る
会
話
の
存
否
及
び
そ
の
内
容
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
検
証
の
対
象

は
、
特
定
の
期
間
、
場
所
に
お
い
て
な
さ
れ
る
会
話
全
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
会
話
内
容
が
関
係
あ
る
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
証
の
対
象

と
し
て
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
究
極
的
に
は
、
無
関
係
の
会
話
も
含
め
て
、
一
定
の
空
間

に
お
い
て
な
さ
れ
る
一
定
期
間
の
会
話
全
体
を
傍
受
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
と
な
ろ
う
（
135
）。
そ
し
て
、
前
述
の

と
お
り
、
上
記
①
〜
③
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
無
関
係
の
会
話
も
含
め
て
、
特
定
性
の
要
件
を
満
た
す
傍
受
が
あ
り
う
る
こ
と
を
否
定

で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
136
）。

　

第
二
の
点
に
つ
い
て
、
不
服
申
立
て
の
機
会
は
、
事
後
通
知
を
含
め
て
通
信
傍
受
法
に
お
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
137
）。

も
ち
ろ
ん
被
処
分
者
の
不
服
申
立
て
は
、
適
正
な
手
続
を
担
保
す
る
方
法
と
し
て
、
優
れ
た
法
技
術
だ
と
い
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
が
憲

法
三
一
条
の
不
可
欠
の
要
請
（
138
）と
す
る
の
は
疑
問
が
あ
る
。
現
行
法
は
、
少
な
く
と
も
検
証
に
限
っ
て
い
え
ば
、
捜
査
機
関
が
行
う
場

合
に
は
、
当
事
者
の
立
会
を
定
め
た
法
一
一
三
条
の
準
用
は
な
く
、
被
疑
者
の
立
会
い
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
（
法
二
二
二
条
六

項
）
が
義
務
で
は
な
く
、
弁
護
人
、
被
告
人
は
そ
も
そ
も
立
会
い
で
き
ず
、
ま
た
住
居
等
に
つ
い
て
検
証
を
す
る
場
合
に
は
、
住
居
主

を
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
隣
人
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
法
一
一
四
条
Ⅱ
）。

現
行
法
は
、
検
証
に
つ
い
て
は
、
制
度
全
体
と
し
て
、
被
処
分
者
に
対
し
て
処
分
を
告
知
す
る
こ
と
を
担
保
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

不
服
申
立
て
を
、
適
正
な
手
続
を
担
保
す
る
一
つ
の
手
法
と
し
つ
つ
も
、
不
可
欠
の
要
件
と
は
し
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
139
）。



　

五
六
四

イ
ギ
リ
ス
の
制
度
設
計
に
見
る
よ
う
に
、
捜
査
機
関
の
適
正
な
手
続
を
担
保
す
る
仕
組
み
が
ほ
か
に
あ
れ
ば
、
不
服
申
立
て
の
方
法
が

な
く
て
も
許
さ
れ
る
と
い
う
政
策
決
定
は
あ
り
う
る
。
検
証
と
い
う
司
法
審
査
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
の
一
つ
の
仕
組
み
で
あ
り
、
必

ず
し
も
不
服
申
立
て
の
機
会
が
な
け
れ
ば
許
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る（140
）。
平
成
一
一
年
判
例
も
、
こ
の
よ
う
な

趣
旨
か
ら
不
服
申
し
立
て
の
機
会
を
不
可
欠
の
要
件
と
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
う
す
る
と
、
上
記
の
よ
う
に
、
特
定
の
範
囲
に
つ
い
て
、
検
証
の
必
要
性
が
高
度
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
、
理

論
的
に
は
、
検
証
令
状
に
よ
っ
て
行
い
う
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
111
）  　

最
決
昭
和
五
一
年
三
月
一
六
日
刑
集
三
〇
巻
二
号
一
八
七
頁
。

（
112
）  　

川
出
敏
裕
「
任
意
捜
査
の
限
界
」
小
林
先
生
・
佐
藤
文
哉
先
生
古
希
祝
賀
論
集
（
下
）
二
三
頁(

二
〇
〇
六
年)

。

（
113
）  　

井
上
正
仁 『
強
制
捜
査
と
任
意
捜
査
』（
二
〇
〇
六
年
）﹇
以
下
、「
強
制
捜
査
」
と
し
て
参
照
す
る
﹈
二
頁
以
下
参
照
。

（
114
）  　

東
京
高
判
平
成
二
二
年
一
二
月
八
日
東
高
時
報
六
一
巻
三
一
七
頁
。
も
っ
と
も
、
同
事
案
を
任
意
処
分
と
し
て
処
理
す
る
に
は
疑
問
が
残
る
。

（
115
）  　

最
決
平
成
二
〇
年
四
月
一
五
日
刑
集
六
二
巻
五
号
一
三
九
八
頁
。
同
判
例
を
行
動
監
視
捜
査
に
関
す
る
基
準
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
丸
橋
・
前
掲
注
（
43
）
書
「
行
動
監
視
」
参
照
。

（
116
）  　

最
決
昭
和
五
一
年
三
月
一
六
日
刑
集
三
〇
巻
二
号
一
八
七
頁
。

（
117
）  　

最
決
昭
和
五
六
年
一
一
月
二
〇
日
刑
集
三
五
巻
八
号
七
九
七
頁
。
原
則
、
違
法
と
し
た
下
級
審
判
決
と
し
て
、
千
葉
地
裁
平
成
三
年
三
月
二
九

日
判
例
時
報
一
三
八
四
号
一
四
一
頁
が
あ
る
。

（
118
）  　

井
上
・
前
掲
注
（
113
）
書
「
強
制
捜
査
」
一
七
八
頁
以
下
、
酒
巻
匡
「
刑
事
手
続
法
を
学
ぶ　

第
九
回　

捜
査
手
続
（
八
）
そ
の
他
の
捜
査
手

段
」
法
学
教
室
三
六
六
号
二
七
頁
（
二
〇
一
一
年
）
三
六
頁
、
川
出
敏
裕
「
判
例
講
座　

刑
事
訴
訟
法　

第
一
一
回　

秘
密
録
音
・
お
と
り
捜
査
」

警
察
学
論
集
六
七
巻
九
号
一
六
三
頁
（
二
〇
一
四
年
）
一
六
七
頁
。
強
制
処
分
と
す
る
見
解
と
し
て
、
村
井
敏
邦
編
『
現
代
刑
事
訴
訟
法
（
第
二

版
）』(

一
九
九
八
年)

八
九
頁
。

（
119
）  　

井
上
・
前
掲
注
（
113
）
書
「
強
制
捜
査
」
一
八
五
頁
以
下
、
川
出
・
前
掲
注
（
118
）
論
文
一
六
六
頁
。
酒
巻
・
前
掲
注
（
118
）
論
文
三
六
頁

は
、「
み
だ
り
に
私
的
な
会
話
を
他
人
に
聴
取
・
録
音
さ
れ
な
い
自
由
な
い
し
期
待
」
と
す
る
。



会
話
の
傍
受
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

五
六
五

（
120
）  　

佐
藤
文
哉
・
判
解
（
刑
事
篇
）
昭
和
五
六
年
度
二
五
八
頁
・
二
六
八
頁
以
下
。

（
121
）  　

正
確
に
伝
え
て
も
ら
う
権
利
な
ら
ま
だ
し
も
、
会
話
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め
、
正
確
に
伝
え
て
も
ら
わ
な
い
権
利
な
ど
と
い
う
も
の
を
観
念

す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
私
的
な
会
話
と
い
え
ど
も
、
相
手
方
と
の
関
係
で
は
、
自
己
の
発
言
に
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
会
話

内
容
が
著
作
物
に
当
た
る
よ
う
な
場
合
は
、
録
音
は
複
製
に
当
た
る
の
で
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
。
著
作
権
法
二
一
条
。

（
122
）  　

例
え
ば
、
医
師
等
の
守
秘
義
務(

刑
法
一
三
一
条)

な
ど
、
守
秘
義
務
の
根
拠
が
法
律
に
基
づ
き
、
か
つ
、
刑
罰
権
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
守
秘
義
務
を
免
除
す
る
法
律
上
の
根
拠
を
用
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
123
）  　

佐
藤
文
哉
・
判
解
（
刑
事
篇
）
昭
和
五
六
年
度
二
五
八
頁
・
二
六
九
頁
は
、
明
示
の
口
止
め
の
約
束
が
あ
る
場
合
ほ
か
、
話
の
相
手
方
等
の
関

係
か
ら
秘
密
の
合
理
的
期
待
を
認
め
て
よ
い
場
合
と
、
当
初
か
ら
悪
用
す
る
目
的
で
録
音
す
る
場
合
も
保
護
す
る
方
向
で
検
討
す
る
べ
き
と
す
る
。

た
だ
、
刑
事
訴
訟
法
上
、
証
拠
価
値
（
特
定
犯
罪
と
の
関
連
性
）
を
有
す
る
レ
ベ
ル
の
会
話
内
容
に
つ
い
て
は
、
親
子
等
の
特
別
の
関
係
に
な
い

限
り
、
一
般
に
国
民
の
関
心
が
高
く
、
口
止
め
を
し
な
け
れ
ば
、
通
常
、
伝
播
性
は
高
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

秘
密
性
へ
の
期
待
は
、
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
取
り
扱
う
限
り
に
お
い
て
は
、
口
止
め
が
明
示
的
に
示
さ
れ
て
な
い
限
り
、
保
護
す
る
べ
き
程
度

は
、
事
実
上
、
低
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
124
）  　

そ
の
意
味
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
制
度
の
設
計
は
、
合
理
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
身
分
秘
匿
捜
査
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
丸
橋
・
前
掲
注

（
45
）
書
「
お
と
り
捜
査
」
参
照
。
な
お
、
証
拠
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
、
自
白
法
則
や
黙
秘
権
と
の
関
係
も
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

（
125
）  　

特
別
部
会
第
一
五
回
配
布
資
料
五
一
│
二
。

（
126
）  　

特
定
性
の
要
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
井
上
・
前
掲
注
（
9
）
書
「
通
信
会
話
」
二
三
頁
以
下
。

（
127
）  　

特
別
部
会
第
一
五
回
議
事
録
二
一
頁
﹇
神
幹
事
発
言
、
後
藤
委
員
発
言
﹈、
大
澤
ほ
か
・
前
掲
注
（
7
）
論
文
二
七
頁
﹇
小
野
発
言
﹈。

（
128
）  　

通
信
傍
受
の
ス
ポ
ッ
ト
傍
受
は
、
で
き
る
限
り
、
無
関
係
な
会
話
の
傍
受
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
実
施
し
え
な

い
も
の
で
は
な
い
。
ス
ポ
ッ
ト
傍
受
は
、
実
施
し
う
る
期
間
等
を
拡
大
さ
せ
る
要
素
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
129
）  　

大
澤
ほ
か
・
前
掲
注
（
7
）
論
文
二
七―

二
八
頁[

小
木
曽
発
言]
。

（
130
）  　

特
別
部
会
第
一
五
回
議
事
録
二
〇
頁―

二
一
頁[

酒
巻
委
員
発
言]
。

（
131
）  　

平
野
龍
一
ほ
か
『
新
実
例
刑
事
訴
訟
法
Ⅰ
』（
一
九
九
八
）
三
六―

三
七
頁
﹇
稗
田
雅
洋
﹈、
笹
倉
宏
紀
「
通
信
会
話
の
傍
受
」
法
律
時
報
八
六

巻
一
〇
号
二
九
頁
（
二
〇
一
四
年
）
三
六
頁
。
な
お
、
後
藤
昭
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
六
号
一
九
五
頁
（
二
〇
〇
三
年
）
一
九
八
頁
は
、

「﹇
通
信
傍
受
よ
り
﹈
私
生
活
へ
の
介
入
度
の
大
き
い
室
内
会
話
盗
聴
を
解
釈
に
よ
っ
て
認
め
る
の
は
、
適
当
は
な
い
」
と
す
る
。
こ
の
点
は
、
一

般
論
と
し
て
論
じ
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。



　

五
六
六

（
132
）  　

酒
巻
・
前
掲
注
（
113
）
論
文
三
三
頁
。

（
133
）  　

こ
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
も
の
と
し
て
、
新
関
雅
夫
ほ
か
『
増
補
令
状
基
本
問
題
上
』
五
二
頁[

島
田
仁
郎](

一
九
九
六
年)

五
五
頁
。

（
134
）  　

河
上
和
雄
「
電
話
内
容
の
検
証
」
研
修
五
二
二
号
三
頁
（
一
九
九
一
年
）
一
〇―

一
一
頁
は
、
同
旨
と
思
わ
れ
る
が
、
交
通
状
況
を
例
に
挙
げ

る
点
は
、
井
上
・
前
掲
注
（
9
）
書
「
通
信
会
話
」
九
八
頁
が
指
摘
す
る
通
り
の
批
判
が
当
て
は
ま
り
、
適
切
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
135
）  　

井
上
・
前
掲
注
（
9
）
書
「
通
信
会
話
」
九
八
頁
以
下
も
、
量
的
な
問
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
無
関
係
な
内
容
を
一
切
排
除
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

（
136
）  　

特
定
性
の
観
点
か
ら
否
定
す
る
見
解
と
し
て
、
緑
大
輔
「
物
的
証
拠
収
集
の
新
た
な
手
段
」
法
律
時
報
八
五
巻
八
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
七-

二
八
頁
。

（
137
）  　

令
状
の
事
前
提
示
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
井
上
・
前
掲
注
（
9
）
書
「
通
信
会
話
」
七
三
頁
以
下
参
照
。

（
138
）  　

酒
巻
・
前
掲
注
（
118
）
論
文
三
四
頁
。

（
139
）  　

椎
橋
隆
幸
「
電
話
傍
受
の
適
法
性
に
つ
い
て
」
法
学
新
報
一
〇
三
巻
七
号
二
二
頁
（
一
九
九
七
年
）。
井
上
・
前
掲
注
（
9
）
書
「
通
信
会
話
」

一
〇
〇
頁
以
下
は
、
現
行
法
の
検
証
に
つ
い
て
同
様
の
認
識
を
示
し
な
が
ら
も
、
通
信
傍
受
と
他
の
検
証
類
型
を
事
後
回
復
の
可
能
性
か
ら
区
別

し
て
い
る
。

（
140
）  　

も
ち
ろ
ん
政
策
的
に
、
被
処
分
者
を
不
知
の
ま
ま
に
置
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
、
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
井
上
・
前
掲
注
（
9
）

書
「
通
信
会
話
」
七
九
頁
以
下
。

第
四
章 　

お
わ
り
に

　

以
上
の
と
お
り
、
本
稿
で
は
、
会
話
の
傍
受
に
関
す
る
理
論
的
枠
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　

法
制
審
議
会
の
特
別
部
会
が
提
示
し
た
三
類
型
に
対
す
る
会
話
の
傍
受
は
、
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
、
現
行
法
の
検
証
令
状
に
よ

っ
て
、
実
施
し
う
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
争
い
が
あ
る
分
野
に
つ
い
て
は
、

立
法
に
よ
る
解
決
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
組
織
犯
罪
に
ど
う
立
ち
向
か
っ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
議
論



会
話
の
傍
受
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

五
六
七

を
積
み
重
ね
て
い
き
、
あ
る
べ
き
法
制
度
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
会
話
の
傍
受
は
、
現
状
で
は
、
発
信
機
や
録
音
機
を
有
人
的
に
設
置
し
て
行
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
た
だ
、
科
学
技

術
の
め
ま
ぐ
る
し
い
進
歩
に
よ
り
、
発
信
機
の
超
小
型
化
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
発
信
機
す
ら
な
く
て
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
科
学
技
術
の
進
展
に
合
わ
せ
て
、
法
制
度
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
ま
た
将
来
の
課
題
と
な
ろ

う
。

　

前
田
雅
英
先
生
に
は
、
私
が
東
京
都
立
大
学
の
大
学
院
生
で
あ
っ
た
時
代
に
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
前
田
先
生
か

ら
、
公
的
通
信
網
と
私
的
通
信
網
を
区
別
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
通
信
・
会
話
の
傍
受
は
独
特
な
の
で
注
意
し
た
方
が
い
い
と
い
わ
れ
た
こ

と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
も
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、
法
制
度
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
た
。
わ
が
国
の
法
制

度
も
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
し
て
、
少
し
で
も
対
応
で
き
る
理

論
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
前
田
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
学
恩
に
報
い
る
唯
一
の
方
法
だ
と
考
え
て
い
る
。

※ 

本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（B）
（「
秘
匿
捜
査
の
基
礎
理
論
研
究
」
課
題
番
号
２
５
７
８
０
０
４
６
）
に
よ
る
成
果

の
一
部
で
あ
る
。




